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静岡県デジタル戦略担当部長

 静岡県が進めるＤＸとは

 「ふじのくにＤＸ推進計画」から読み解く
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 静岡県のＤＸ推進体制



 静岡県ＨＰ「ようこそ部局長室」
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 本日の内容
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１．県内自治体の状況

２．自治体の広域連携

３．ふじのくにＤＸ推進計画（特徴）

４．ふじのくにＤＸ推進計画（内容）

５．市町幹部への計画の説明状況

６．自治体ＤＸの推進

７．行政のデジタル化

８．地域のデジタル化



 １．県内自治体の状況

5



 ２．自治体の広域連携
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■賀茂地域の広域連携の主な実績

 ・消費生活センターの共同設置

 ・税の徴収事務の共同処理

 ・監査事務の共同化

 ・地籍調査の共同実施

 ・教育委員会の共同設置（指導主事の共同配置）

■今後の課題

 ・2040年問題（人口減少（6万人→3万人）・超高齢化）

  ⇒行政サービスの維持、行政の効率化、職員の確保

 ・共通の電算システムの導入検討

 ・広域での学校再編

 ・公共施設の長寿命化・エリアごとの設置のあり方
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 ３．ふじのくにＤＸ推進計画（特徴）

<計画の特徴>
 ・原則、紙ではなくデータで配布、県ＨＰで公開
 ・若手職員が中心で作成（委託で丸投げの計画ではない）
 ・頁数、文字も少なく、絵や図を多用、動画・注釈あり
 ・理念、目指す姿等色目も分りやすく、汎用性の高い内容

一番のこだわり、部下の信頼を獲得

表紙は顔、ふじのくにの象徴

コロナ禍の世を明るく照らす



8

 ４．ふじのくにＤＸ推進計画（内容１）

・課題を地域と行政（県・市町）と分けて洗い出す（課題認識が重要）
・県の役割→基本方針（地域のＤＸ推進、市町のＤＸ支援、県のＤＸ推進）
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 ４．ふじのくにＤＸ推進計画（内容２）

理念、政策、目指す姿、人材・基盤ごと色を分け、頁の帯の色で関連付
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 ４．ふじのくにＤＸ推進計画（内容３）
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 ５．市町幹部への計画の説明状況（目的）

＜市町訪問の概要＞

 ・県内全３５市町を４月末から６月末までで訪問

 ・私と局長が手分けして訪問

＜市町説明の目的＞

 ・県・市町の幹部が顔を合わせ、意見交換・情報共有

 ・県計画の策定により、県全体のＤＸ推進を明確化

 ・首長・幹部職員の意識改革

 ・不安の聞き取り（県・市町の足並みを揃える）

＜市町訪問の成果＞

 ・不安の具体的な中身が判明

 ・意識改革に根拠となる計画は必要⇒策定へ
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 ５．市町幹部への計画の説明状況（成果）

カスタマイズ

費 用

期 限

その他

職員の意識改革

地域づくりへの活用

事務手順の見直し
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 ６．自治体ＤＸの推進（手順書の工程）



 ６．自治体ＤＸの推進（標準化・共通化）
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計画立案フェーズ
補助対象経費

移行フェーズ
補助対象経費



 ７．行政のデジタル化（ペーパーレス化）
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 ７．行政のデジタル化（広報のデジタル化）

16

⚪広報のデジタル化（住民動向の分析）

  ・適切なユーザー層に、適切な情報を届ける

  ・それぞれのユーザー層から、情報を受け取り、その情報を分析して、

   より適切な情報を適切なユーザー層に届ける
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業１）

 静岡県立中央図書館のデジタル化

・貸出カードの電子化（スマホ表示）

・利用者登録等のウェブ申込

・電子図書館の導入（電子書籍の貸出）
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業２）

 浄水場における残留塩素に対する薬剤注入率のＡＩ化

データ収集装置
（日光照射計等）

 ・気象計及びデータ収集装置の設置

 ・気象データ、水質データ等の収集

 ・収集データを機械学習により解析

 ・残留塩素濃度に与える外的要因の抽出
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業３）

 廃棄物投棄懸念現場の２４時間遠隔監視

(イートラスト社カタログより)

(中部電力パワーグリッド
社カタログより)

(東電タウンプランニング
社カタログより)

遠隔監視イメージ

データは、クラウドサーバーへ。随時
インターネット経由でアクセス後取得
ソーラーパネルで長期間稼働可能

県内全域で適した箇所選定（５か所） 
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業４）

 埋設水道管の３次元点群データ化による位置情報の把握

・取得した施設台帳（管路・弁室・機器）の

   ３次元データを仮想空間で一元化

・国土交通省による開発促進の２次元ＣＡＤ・

 紙を使い３次元モデルを作成する技術の導入

・管路や機器の設計時にＢＩＭ／ＣＩＭによる

 ３次元モデルでの設計の実施
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業５）

 企業向け支援情報、相談機能を備えたプラットフォームの運用
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 ８．地域のデジタル化（課題解決実証事業６）

 次世代施設園芸デジタル化支援（デジ田交付金事業）

農林技術研究所 生産者Ａ

生産者Ｂ

○施設管理の自動化・省力化
○産地間のデータ共有・活用


